
　平成３０年度　コミュニティ交流会アンケート結果

回答総数　55人（出席者57人、回収率97%）

男女別
男 43 78.2%
女 10 18.2%
未回答 2 3.6%
計 55

年齢
29歳以下 0 0.0%
30代 0 0.0%
40代 0 0.0%
50代 5 9.1%
60代 20 36.4%
70歳以上 28 50.9%
未回答 2 3.6%
計 55

問１　開催時期について
よかった 34 61.8%
まだ早い時期がよい 16 29.1%
まだ遅い時期がよい 0 0.0%
未回答 5 9.1%
計 55

問２　開催曜日について
土曜日がよい 33 60.0%
日曜日がよい 0 0.0%
平日がよい 17 30.9%
未回答 5 9.1%
計 55

問３　開催時間について
よかった 26 47.3%
午前中のみがよい 21 38.2%
午後のみがよい 5 9.1%
夜間が良い 0 0.0%
未回答 3 5.4%
計 55

問４　交流会の内容について
よかった 41 74.6%
普通 12 21.8%
よくなかった 0 0.0%
未回答 2 3.6%
計 55

問５　他町内会との交流会の実施について
ある 12 21.8%
ない 43 78.2%
分からない 0 0.0%
未回答 0 0.0%
計 55



問６　今後の交流会開催についての意見等
<今回の交流会の内容についての意見>

・色々貴重なご意見を聞けて良かったです。
・他の校区での町内会との交流は非常に良かった。

・他町内会の様々な意見を聞くことができて、有意義でした。
・事例発表（成功例）など積極的に展開してほしい。

・他町内会の情報が参考になりました。
・（会について）この方法でよいのではないか。評価したい。また参加したい。
・良い事です。続けてください。

・各町内会交流についての知らない意見があり良かった。
・内容が同じ悩みは同じでも解決できない。

・自治会活動や現状をきく事ができ、参加させて頂きました事は貴重な時間でした。
・こういう情報交換の場が非常に少ないのでもっと増やしてほしい
・他の町内会の実状が判り、良い参考になる。良いヒントを得られる場と思う。
・情報交換の場がよい
・意見交換の内容が具体的。悩み、問題が似ている。情報が今後の活動の参考になるものがある。

<今後の開催についての意見>
・各事例等がきけてよかった。今後も多くの方が参加できる態勢を考えてほしい。

・話し合いを始めると時間が足りないと感じた。
・ＡグループとＢグループの配置が近すぎて、話が聞き取れなかった。
・役員以外の呼びかけも必要ではないでしょうか。
・テーマ設定の在り方を明確に
・同じような立場、規模の同じようなグループ

・３年に一度ではなく、毎年開催してもいいのでは？

・交流会のテーマを決めて、会合を開いた方がよいのでは。

・各自治会の問題や、解決策を見出す事ができていい機会であったが、後継問題少子高齢の根本
の問題は解決しないと思う。行政側が主導して人口増への解決策を強力に実施してほしい。私は現
状の自治会労働を実施すること維持することだけで精一杯です。

・他の町内会との交流会は校区以外ではないので、今回の交流会では、他の町内会の実状、事例
が得られ非常によかった。

・今後、少子高齢化が更に進み、自治会の維持も困難になると思う。市中心部から外れてた地域は
ますます人口減に伴い、自治の先々を心配してます。何らかの対策を早めに解決してほしいと感じ
ております。
・各町内会でかかえている課題について、協議し、解決していくような仕組みがほしい。この会もそう
かもしれないが？

・初めて交流会に出席しました。各町内会の情報交換をして、良い話を聞き参考になりました。今後
もこのような交流会が必要と思います。

・大変有意義な会でした。他の町内会も同じ様に苦しんでいたり、解決策を聞く事ができたり、情報
を共有でき、機会を作ってくださったことに感謝します。

・町内会の概況の事前調査（世帯、加入、地域、町内会の地域特性、役員、地域図）が必要
・発表は模造紙等の記入ではどうか
・行政として、この後のフォロー、報告のポイントまとめのフィードバックを願いたい。

・グループ分けを世帯数でしてあるように思ったが、同じ世帯数でも住宅団地、都市部、地方部は実
状が違うので、配慮されたい。

・昼食を取り話をしながら、楽しく時間が過ごせた。情報交換のいい機会だったが、忙しい時期なの
で半日で終わる方向でご検討ください。

・後継者の問題はもちろん少世帯地区の人口増加の対応（田舎に住もう！！のような企画など）を考
えて欲しいです。

・会長の選任について悩みは同じとわかりました。

・同じ地域（市街地か旧５町等でわける）で話し合った方がよい。町内会の状況が似た地域で話し合
うのがよい。

・同じ町内会からの参加者は別々のグループに配置した方がベターと考えます。※複数のグループ
に属することにより、より幅広い意見に接する機会が得られる。

・似た様な町内会どうしのグループ討議がよい。例えば、旧市内の中心部、平屋の多い地区どうし
（一戸建）、マンションの多い地区どうし。郊外の一戸建団地どうし。旧５町比較的山里の多い地区ど
うし等々。公民館の員戸数だけでは話が合わない。


